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研究成果の概要（和文）：家事分担して働く妻をサポートしたいとする男性割合は増加傾向にあるが、男性の家
事参加の増加を示すデータはない。これは態度と行動にギャップがあることを示している。本研究では行動変容
理論の１つであるTRA理論を援用し、個人属性や妻のゲートキーピングから「行動意図」に影響を与える要因を
探り、それを媒介変数として妻の出産意欲、継続就業意欲や管理職意欲に対する影響を検討した。その結果、家
事労働が好き、楽しいといった態度や家事労働に対する自信は家事労働に対する行動意図にプラスの、妻のゲー
トキーピングはマイナスの影響を与えること、子育てより家事を分担するほど妻の出産意欲向上に影響を及ぼす
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The ratio of men who would like to share household work and assist their 
employed spouses has been consistently increasing.  However, little evidence shows the increase of 
fathers’ participation of household work. These facts suggest that there is a gap between attitudes
 and behavior.  With a framework based on one of behavior change theory, TRA, we first analyzed the 
effects of intension of their attributes and maternal gatekeeping.  Using them as the mediated 
variables, we investigated the effect of wives’intention to give birth and continue to work.  
Empirical analyses revealed that “attitudes,”, such as “like,” or “fun,” and “confidence 
ability,” of household work were significantly positive association and maternal gatekeeping was 
significantly negative associated with “intention,” to participate household work. Furthermore, we
 found that household work had more impact on wives' willingness to give birth than child rearing.

研究分野： ジェンダー、生活経営学、女性労働論、家族社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 既婚女性の労働市場への継続的な参加に伴

い、家事・子育てといった家庭内労働への男性

の関与を増やすことが求められている。男女とも

女性は出産後も職業を続けることを支持する割

合は専業主婦になることを支持する割合を上回

り（内閣府『男女共同参画に関する世論調査』）、

父親が「子育て・家事に今以上に関わりたい」と

する割合は過半数を示している（54.2％、ベネッ

セ教育開発研究センター2009）。東京都に居住

する男性を対象とした調査では、経済不況と雇

用不安が強まる中、「稼ぎ手」意識は代替されな

い男性性として認識されている一方で、女性の

継続就業を支持し、子育て・介護といったケア認

識に新しい動きがあることを指摘している（目黒・

矢澤・岡本 2012）。それにも関わらず、男性の育

児・家事頻度の実態、平均時間や行為者率とい

った統計（総務省統計局『社会生活基本調査報

告』）は大きな変化は読み取れない。つまり、「意

識」の上では既婚女性の継続就業を支持し、自

身ももっと子育て・家事に関わりたいと回答して

いるにもかかわらず、育児・家事頻度の実態とい

った「行動」に変化が確認されない。なぜなのか。

この点を理論と実証の両面から検証を行う必要

がある。 
 加えて、既婚女性の就業継続が伸び管理職

割合も順調に伸びている今日、男性の家事・子

育て参加促進が思わしくない場合の代替案の検

討も求められる。学際的な観点からの検討が必

要である。 
 

２．研究の目的 

 本研究では、以下の 2 点を明らかにする。 
 第 1 点は、父親の家事参加に関する TRA 
(theory of reasoned action)を援用した実証研究

である。TRA とは Fishbein と Ajzen が 1975 年に

提唱した自発的な意思に基づく人間行動を予

測するモデルの 1 つである。このモデルの特徴

は「態度・意識」が「行動」に直接、関連するので

はなく、「態度・意識」が行動しようという「行動意

図」に有意な影響を与え、「行動意図」が「行動」

に影響を与えるとする枠組みである。換言すれ

ば、育児・家事に関わろうと考えるようになると、

それが直接的に育児・家事参加行動として表れ

るのではなく、育児・家事に関わろうという本人の

自発的「行動意図」が形成されて初めて、育児・

家事への関与が出現する、というものである。 
 このモデルで実証研究を行う。Gatekeeper 尺

度を構築し、母親の Gatekeeper が父親の家事参

加に与える影響、父親の家事参加が子の社会

性、妻の出産意欲、継続就業や昇進意欲に与

える影響に関して調査を実施する。 
 第 2 点は、男性の家事・子育て参加促進が思

わしくない場合の代替策の検討である。既婚就

業女性の double burden の軽減は喫緊の課題で

ある。そこで、①父親の家事参加が進まないの

は調理スキルに対する自信がないとの仮説のも

と、父親の調理力向上を目指した実践活動を実

施する。②文化的親和性の高い東南アジア地

域の取り組みに着目して諸外国の動向から示唆

を得る。 
 
３．研究の方法 
(1)父親の家事参加に関する実証研究 

そこで、TRA/TPB 理論を用いた先行研究の

サーベイや概念の整理を行い、Gatekeeper 尺度

を構築した。Gatekeeper 尺度は実際の夫の家事

参加の度合いやパーソナリティとの関連が深い

ことが知られている。関連指標との相関係数など

で確認をとりながら構成概念の検討を行った。そ

して Gatekeeper 尺度を用いたアンケート調査を

実施し、研究を行った。 
 

(2)男性の家事・子育て参加促進が思わしくない

場合の代替策の検討： 

第 1 に、父親の家事参加が進まないのは家事、

とくに調理スキルに自信がないからではないかと

の仮説のもと、父親の調理力向上を目指した実

践活動に取り組んだ。第 2 に、日本と同様の課

題を抱えている東南アジア地域では、どのように

解決策がとられているのか、女子労働力率の高

い台湾についてサーベイした。外国人労働者を

メイドとして雇用活用している台湾に 2018 年 2
月訪問し、当事者らと意見交換を行った。 

 

４．研究成果 

(1) 父親の家事参加に関する実証研究 
Gatekeeper に関して、母親を対象としたプリテ

ストを 2 回（2014 年 207 名：インターネット調査、

2015 年 34 名：留置式アンケート調査）実施した

上で、母親を対象とした本調査（インターネット

調査）を 2015 年 6 月 7 日～6 月 16 日、全国の

小学校 4 年から 6 年生の子どものいる母親 400
人を対象に調査を実施した。「行動面」（文句を

いう、配慮する）に加えて「志向面」（アイデンティ

ティ、性別役割分業意識や責任感）を追加して



構築した Gatekeeper 尺度を用いて、父親の家事

参加が母親の Gatekeeper や子の社会性に与え

る影響について検討した。 
 

表 1 「志向面」に着目した Gatekeeper 尺度 

共分散構造分析の結果から、①Gatekeeper は

父親の家事参加に有意にマイナスの影響を与

える、②「行動面」と「志向面」の関連は高い、③

「夫が家庭に関われるように配慮している」、「子

供が父親と関われて喜んでいることを伝える」と

いった妻の配慮型志向が家族の適応性を高め、

夫の家事参加は家族の適応性・凝集性を高め、

それが子の社会性にプラスの影響を与えるとい

う経路を確認することができた。 
 

 
Fig. 1. Factors that affect Japanese fathers’ 
intention to cooking (Takahashi, Kurokawa, & 
Kuramoto, 2016) 
 
 夫の家事参加が妻の出産意欲、就業継続意

欲や昇進意欲にどの程度の影響を与えるかに

関しては、①夫が家事関与すると妻は家事負担

の軽減を実感する、②妻の出産意欲に有意に

影響を与える変数は夫の家事分担であり子育て

分 担 は 有意で な い （ Takahashi & Nakajima, 
2016）、③夫の料理遂行意欲に有意なプラスの

影響を与えるのは、自分は家族のために料理を

提供できる、という有能感である（Takahashi, 
Kurokawa, & Kuramoto, 2016）、④夫が家事を

分担し、家族の役にたっていると思えることで、

自身の心理的幸福感にプラスの影響を与えてい

る（Takahashi, & Fujii, 2017）、などが明らかにな

った。ここから、父親が生活を営む上では欠かせ

ない家事に携わることを「当たり前」と捉えるよう

になると、父親自身の心理的幸福感を高め、妻

の出産意欲や継続就業意欲を高めるという知見

を得た。 

図 2. 家事参加が父親の精神的健康に与える

影響（Takahashi & Fujii, 2017） 

 

(2)男性の家事・子育て参加促進が思わしくない

場合の代替策の検討： 

第 1 に、父親の調理力向上を目指して、小学

生の子を持つ父親を対象とした調理教室を 3 回

実施した（本学助成研究との合同研究）。参加し

た計 20 名の父親は栄養学・調理学に関する基

礎力も高く、包丁を握るのは久しぶりという想定

した父親は数名しかいなかった。「なぜ、このタイ

ミングで塩をふるのか」、「隠し包丁の意義は何

か」など、調理過程で科学的発問に多くであった。

男性に調理を教えるときの貴重なヒントを得た。 

第 2 に、東南アジア地域でメイド雇用といえば

香港、シンガポールと思っていたが、日本と距離

的・文化的に近い台湾で政策として外国人メイド

を積極的に活用していることを知り現地調査に

赴いた。出身国はフィリピン、インドネシアが多い

こと、仕事内容は介護メイドであり育児メイドは少

ないことが明らかになった。育児メイドが普及し

ている香港やシンガポール、そうではない日本

や台湾に関する社会的・文化的・制度的研究を

行うことが新たな課題として抽出された。 

その他、新潟で実施したヒアリング調査で、日

常的に家事・育児を担当されているという 30 代

公務員の自宅を後日、訪問した。機能的な台所、

洗濯物の干し方、整理整頓や無駄のない動線

など、家事のシンプル化を心がけている生活環

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
母親としての
アイデンティ
ティと確認
(α=.810)

家庭内役
割分業
(α=.735)

性役割の
基準と責任
(α=.836)

「お宅はいつも綺麗にしているね」と言われると、誇りに
思う

.870 -.074 -.085

「あなたは料理が上手ね」と言われると、誇りに思う .761 -.125 .032
「良いお子さんね」と言われると、誇りに思う .726 -.118 -.089
主婦としての評価は、家がどのくらい整理整頓されてい
るかによる

.477 .098 .155

主婦としての評価は、子どもの出来によって判断される .445 .129 .123
家事や育児をしっかりとこなし、周囲からよい母親だ、
と認められたい

.425 .319 .020

夫は外で働き、妻は主婦業に専念した方が良い -.032 .848 -.139
子どもの世話は、女性がやった方が良い -.150 .675 .116
子どもが3歳くらいまでは、母親は仕事を持たずに育児
に専念した方が良い

-.039 .606 -.081

家庭内で自分の価値を見出すためには、家事をしっか
りとこなすことが必要だ

.356 .414 .050

子どもには、夫より先に私になついてほしい -.027 .407 .130
料理に関して、私は夫より要求する水準が高い -.082 -.037 .908
掃除・洗濯に関して、私は夫より要求する水準が高い -.041 -.003 .839
子どもの躾に関して、私は夫より要求する水準が高い .146 -.012 .652

項目

Cooking
ability

Nutrition/cooking
knowledge

Traditional
gender
ideology

Attitude to
cooking:
positive

Maternal 
gatekeeping：
gate-closing2

Maternal 
gatekeeping :
gate-opening

Cooking

Learning
experience of
opportunity cost

Intention
to cooking

.09***

Academic
attainment

Family
money
management

-.04*

.65***

.63***

.09 ***

.77***

-.08***

.17***
Maternal 
gatekeeping：
gate-closing1

-.12***

Attitude to
cooking:
negative

-.41***
.07**

-.11***

GFI=.975,AGFI=.958
RMSEA=.050
n=1445Note. 1) *** p<.001, ** p<.01, *p<.05



境の実態を拝見することができた。 
本助成経費で毎年秋にアメリカで開催される

NCFR（全米家族社会学会）に継続して発表・参

加することができた。Gatekeeper や父親の家事

参加に関心をもつ内外の研究者と意見交換が

できた点は、大きな収穫であった。 
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